
　 本年、愛知県では年初から交通死亡事故が多発し、昨年よりも大幅に増加しております。特に「速度超過」や「信号無視」に

よる事故や「横断歩行者が撥ねられる」事故が目立っています。

さらに、例年、秋から年末にかけて交通死亡事故が増加する傾向にあります。

そこで、愛知県警では秋の全国交通安全運動に引き続き、年末までの期間を 『ラストスパート2022』 と銘打って交通事故

死者数の前年対比減少及び4年連続の脱ワースト1位を目指し、交通事故抑止対策を推進、強化いたします。

幹線道路などにおける速度超過に起因すると思われ

る交通死亡事故が多発していることから、主要幹線

道路等において、可搬式オービスや白バイ等による

速度取締を強化します。

横断歩道上における交通死亡事故が多発していることから、夕暮

れ時を中心とした横断歩行者妨害違反等の取締りや、歩行者に対

する正しい横断方法の街頭指導を強化します。

生活道路等の左右の見通しのきかない交差点

において、出合頭等の事故が発生しているこ

とから、安全な通行方法を促す広報啓発活動

を強化します。

〈 回　覧 〉

〈 重点対策 〉

❶速度抑制対策

❷歩行者保護対策 ❸「見通しがきかない交差点」対策

＊明るい服装を着たり反射材を活用！
＊早めにライトを点灯！（11月：午後4時）

ヒトもクルマも ピカッ とアピール！


